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年報　2019年

  外傷
先天異常
腫瘍
ᚄࠟ・ᚄࠟ拘縮・ケロイド
難治性潰瘍
炎症・変性疾患
美容(手術)
その他
Extra．レーザー治療

区　　　分 合計

34
19

189
30
46
30
1

126
2

外　　来
局所麻酔・

その他
10

105
6
2
8

10
2

腰麻・
伝達麻酔

1

2

全身麻酔
入　　院

局所麻酔・
その他

1
7

28
6

16
18

腰麻・
伝達麻酔

    

7
3
8

全身麻酔
23
12
48
15
20
2

（件）

4 112
1
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֓　ཁ
　長当院の形成外科のૅをஙかΕた࢙౻ࠤҩ
 スタッフは大山ۈの͝ୀ職にい、 ฏ成31ৗࢣ
人（形成外科ઐҩ・指導ҩ）、 ੴૣݪ佳ҩࢣの
̎名となったɻ
　ಉ݄̓Αりੴݪҩࢣのٳ࢈・ҭٳにい、ݱ
ҩۈはৗࡏ 1 人体੍でのӡӦとなっているɻ·た、
ಉ 10 ݄Αりඇৗۈҩࢣとしてਿඌ༐ଠҩࢣ ( 形
成外科ઐҩ ) にαポートいているɻ

ྍ
　形成外科一般 ( 外傷・傷治༊ʗ腫瘍・ݐ࠶外
科ʗઌఱҟৗ ) の療を行っているɻ
腫瘍、؟ᛐ下ਨ、ઌఱҟৗ、足病ม、ຫ性治性
௵瘍なͲएஉঁΘͣ、頭から足ઌ·で全身に
ଟ岐にΘたる症例がଟいɻ機会にܙ·Εଞ科との
合ಉ手術も૿Ճに͋るɻࣗඅ療治療はج本
తに行っていないɻ

文責：大山 拓人

手術内容区分

खज़
手術݅数は別දのとおりで͋るɻ

ֶձ
学会、研究会、講演会での発දもੵۃతに行って
いるɻ

ͦͷଞ
　2019  4 ݄Αり形成外科開ઃ者の࢙౻ࠤҩࢣ
ΑりҾきܧがͤてき、形成外科ӡӦを行ってい
るɻ࢙౻ࠤҩࢣのۤ͝࿑はฒ大のことではແ
かったとࢥΘさΕるہ໘がଟʑ༗り、ߋࠓながら
開ઃ者のҒ大さを痛感しているɻݱ時では一人
体੍で͋るが、Մ能なݶり対応さͤていているɻ
　下関市།一の形成外科を発లさͤるには形成外
科に対しߋなる৴པをಘていくことが不Մܽで͋
るɻࠓ後も一例一例を大切に対応さͤてきなが
ら࣭の高い療を行うॴଘで͋るɻ

入　院 外　来 計
全身麻酔での手技数 124 124
腰麻・伝達麻酔での手技数 18 3 21
局所麻酔・その他での手技数 189 143 332
入院または全身麻酔の手技数計 :331
外来での腰麻・伝達麻酔、局麻・その他の手技数計 :146
合計係数 :404

˞件数の件
・入院手術または全身麻酔手術の合計が認定施設150以上、教育関連施設80以上であること
・｢入院手術または全身麻酔手術1例を係数1.0｣、｢外来での腰麻・伝達麻酔、局麻・その他1例を係数0.5｣とした場合　　　　
　の合計係数が認定施設200以上、教育関連施設130以上であること




